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反応時間 

報告 
名前:   

セクション:   

日付:   

I. データと計算 
被験者データ 

名前  身長  

年齢  体重  

性別:     男性   /   女性 

A. 反応時間の計算 

計測１を参照し、最初にクリックした時の反応時間を計算してください。ΔT =   

B. 被験者データのまとめ (ソフトウェアのジャーナルからコピーしてください) 

表 11.1 

 反応時間 (ms) 

 疑似ランダム 固定間隔 

刺激回数 計測 1 

(１回目) 

計測 2 

(２回目) 

計測 3 

(１回目) 

計測 4 

(２回目) 

1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

平均値     
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C. プレゼンテーション数と反応時間の比較 

計測３のデータを使用し、固定間隔１回目の値と各刺激に対しての反応時間を求める各プレゼンテーション平均

値を下表 11.2 に記入してください。 

表 11.2 反応時間の比較 

 

生徒名 

疑似ランダム１回目  

(計測 1) 

固定間隔１回目 

（計測 3） 

 刺激 1 刺激 5 刺激 10 刺激 1 刺激 5 刺激 10 

1.       

2.       

3.       

4.       

5.       

平均値:       

D. まとめ  

５人の生徒の平均値とグループの平均値を計算し、下表 11.3 を完成させてください。 

表 11.3 

クラスデータ 疑似ランダム 固定間隔 

各生徒の平均値 １回目 ２回目 １回目 ２回目 

1.     

2.     

3.     

4.     

5.     
グループの 

平均値: 

    

E. 分散と標準偏差 
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計測２の疑似ランダム 2 回目の 2 人の生徒のデータと、計測４の固定間隔 2 回目の５人の生徒の標準偏差と分散を

計算し、下表 11.4 と下表 11.5 を完成させてください。 

表 11.4 計測２: 疑似ランダム２回目 

入力 入力 計算 計算 
各生徒の      平

均反応時間 平均反応時間 標準偏差 分散 学生 

(X  )j  (X) (X  - X)j  (X  - X)j
2

 
1       

2       

3       

4       

5   

  

    

 
 
  = 

  

=全ての学生の分散合計値 

 
 

= 

    = 

× =
　分散　　

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ =

−
25.0

1
1

n
分散

= 標準偏差

 

表 11.5 計測 4: 固定間隔２回目 

入力 入力 計算 計算 
各生徒の      平

均反応時間 平均反応時間 標準偏差 分散 学生 

(X  )j  (X) (X  - X)j
2(X  - X)j  

1       

2       

3       

4       

5   

  

    

 
 
  = 

  

=全ての学生の分散合計値 

 
 

= 

    = 

× =
　分散　　

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ =

−
25.0

1
1

n 分散

= 標準偏差
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II. 質問 
F. １回目と 10 回目の刺激プレゼンテーションの平均反応時間の違いを説明してください。 

計測 1:  

  

計測 2:  

  

どちらの平均反応時間に大きな変化が見えましたか？             計測 1   /  計測 2 

G. 表 11.2 と表 11.3 を参照 

反応時間が継続的になる時の最小反応時間を記入してください。:  秒 

刺激プレゼンテーションとハンドスイッチを押す時に起きる生理学的な現象を説明してください。 

  

  

H. 表 11.2 を参照： 

どちらが低い平均値ですか?             疑似ランダム   /   固定間隔 

I. 表 11.2 と表 11.3 を参照： 

どちらが低い分散値または低い標準偏差ですか？          疑似ランダム   /   固定間隔 

J. 表 11.2 と表 11.3 を参照： 

反応時間の統計量と仕事の障害の間の関係を説明してください：平均値、分散、標準偏差 

  

  

  

K. 左右手の間に生じる反応時間の違いを説明してください。 

  

  

  

Lesson 11 報告終了 


